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前

言 新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

本
解
題
は
、
近
年
の
新
出
土
資
料
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
、

そ
の
解
説
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭

店
楚
簡
）
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
に
関
す
る
文

献
を
主
対
象
と
し
た
。
な
お
、
そ
の
内
容
・
形
態
か
ら
、
関
係
書
籍

を
便
宜
的
に
「
一
、
図
版
（
写
真
版
）
．
釈
文
」
「
二
、
文
字
」
「
三
、

釈
文
」
「
四
、
邦
訳
書
」
「
五
、
研
究
書
及
び
論
文
集
」
「
六
、
雑

誌
類
」
の
六
部
に
分
類
し
た
。
ま
た
、
本
解
題
内
に
お
い
て
用
い

て
い
る
「
文
物
本
」
・
「
古
籍
本
」
と
の
略
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
郭
店

楚
簡
及
び
上
博
楚
簡
の
基
本
と
な
る
図
版
・
釈
文
を
掲
載
し
た
『
郭

店
楚
墓
竹
簡
』
と
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
と
を
指
し
て

い
る
。

＾ ‘ 
[
-
、
図
版
（
写
真
版
）
．
釈
文
]

『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
荊
州
市
博
物
館
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八

年
五
月
、
二
三
0
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
の
写
真
、
及
び
、
翻
刻
と
注
釈
を
収
め
た
書
。
郭
店

楚
簡
と
は
、
一
九
九
三
年
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
一
号
楚
墓
よ
り
出

土
し
た
竹
簡
群
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
そ
の
有
字
簡
の
全

て
（
七
三
0
枚
）
が
次
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
老
子
（
甲
•
乙
・
丙
）
」
「
太
一
生
水
」
「
細
衣
」
「
魯
穆
公
問
子

思
」
「
窮
達
以
時
」
「
五
行
」
「
唐
虞
之
道
」
「
忠
信
之
道
」
「
成
之

聞
之
」
「
尊
徳
義
」
「
性
自
命
出
」
「
六
徳
」
「
語
叢
（
一
・
ニ
・
三
・

四）」。、
こ
の
よ
う
に
郭
店
楚
簡
に
は
古
逸
書
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、

「
五
行
」
以
外
は
篇
題
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
名

佐
野
大
介

前

川

正

名

上

野

洋

子
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は
編
者
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
仮
称
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
、
「
図
版
（
写
真
版
）
」
と
「
釈
文
注
釈
」
と
に

分
か
れ
る
。
釈
文
は
（
）
等
の
記
号
を
使
用
し
、
各
々
の
釈
文

を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
釈
文
の
後
に
若
干
の
注
釈
を
附
し
て

い
る
。ま

た
、
初
期
段
階
で
の
釈
文
で
あ
る
た
め
、
注
釈
は
や
や
簡
略

で
、
未
釈
・
待
考
と
し
て
保
留
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
後
続
の
注
釈
書
・
研
究
書
に
よ
っ
て
か
な
り
の
補

訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
欠
点
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
現
在
、
郭
店
楚
簡
研
究
の
底
本
と
さ
れ
て
い
る
。
類
似
の

書
に
張
光
裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究
第
一
巻
文
字
編
』
（
芸
文
印
書

館
、
一
九
九
九
年
一
月
）
が
あ
る
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
二

0
0
一
年
十
一
月
1
、
縦
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
の
図
版
（
写
真
版
）
と
釈
文
と
を
収
載
し
た
書
。
上
博

楚
簡
の
有
字
簡
全
―
二

O
O
余
枚
、
三
五

0
0
0
余
字
を
収
録
予

定
。
「
図
版
」
と
「
釈
文
考
釈
」
と
の
二
部
よ
り
成
る
。
平
成
十
五

年
六
月
現
在
、
第
二
巻
ま
で
発
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
以

下
の
通
り
。
第
一
巻
、
「
孔
子
詩
論
」
「
綽
衣
」
「
性
情
論
」
。
第
二

（
前
川
正
名
）

巻
、
「
民
之
父
母
」
「
子
羊
~
」
「
魯
邦
大
旱
」
「
従
政
（
甲
篇
・
乙
篇
）
」

「
昔
者
君
老
」
「
容
成
氏
」
。

「
図
版
」
（
写
真
版
）
は
カ
ラ
ー
写
真
を
用
い
、
各
篇
ご
と
に
竹

簡
全
体
の
写
真
を
用
い
て
配
列
し
た
パ
ー
ト
と
、
原
寸
を
三
•
六

五
倍
に
拡
大
し
た
写
真
を
頁
毎
に
一
簡
づ
つ
掲
載
し
た
パ
ー
ト
と

の
二
部
よ
り
成
る
。
サ
イ
ズ
の
異
な
る
写
真
が
二
種
類
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
簡
の
全
体
像
と
各
々
の
文
字
の
形

体
と
の
両
方
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
釈
文
考
釈
」
で
は
、
先
ず
「
説
明
」
と
し
て
当
該
篇
の

簡
単
な
解
説
を
附
し
た
後
、
簡
ご
と
に
白
黒
写
真
を
載
せ
、
当
該

部
の
釈
文
を
附
す
。
さ
ら
に
、
当
該
簡
の
釈
文
を
数
句
に
分
け
て

一
句
ご
と
に
提
示
し
、
そ
れ
に
対
し
て
か
な
り
詳
細
な
注
釈
を
附

し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
注
釈
は
、
文
字
の
隷
定
・
釈
読
に
関
す
る

説
明
や
語
句
説
明
な
ど
を
中
心
と
し
、
類
似
す
る
文
章
が
伝
世
文

献
に
存
在
す
れ
ば
、
そ
の
指
摘
な
ど
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
例
え
ば
「
孔
子
詩
論
」
で
は
、
附
録
と
し
て
、
上
博
簡

の
『
詩
』
の
篇
名
と
伝
世
本
の
そ
れ
と
を
対
照
し
た
表
や
、
上
博

簡
が
載
す
『
詩
』
の
各
篇
に
対
す
る
孔
子
の
批
評
と
『
毛
詩
』
の

小
序
と
を
対
照
し
た
表
が
附
さ
れ
て
お
り
、
「
性
情
論
」
や
「
綽
衣
」

で
は
、
上
博
簡
の
当
該
篇
の
竹
簡
写
真
及
び
釈
文
と
郭
店
楚
簡
の

そ
れ
と
を
並
べ
て
対
照
し
た
表
が
附
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
使
用
者

の
利
便
性
を
考
え
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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本
書
に
収
載
さ
れ
た
写
真
版
は
全
て
の
上
博
簡
研
究
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
釈
文
も
、
鑑
定
・
保
存
な
ど
楚
簡
購
入
当

初
よ
り
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
は

上
博
簡
研
究
の
出
発
点
と
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
佐
野
大
介
）

『
簡
吊
書
法
選
』
（
『
簡
吊
書
法
選
』
編
輯
組
編
、
文
物
出
版
社
、
二

O

0
二
年
S
、
図
版
部
縦
組
繁
体
字
・
釈
文
部
縦
組
簡
体
字
）

簡
讀
や
吊
書
な
ど
の
、
春
秋
戦
国
よ
り
魏
晋
に
至
る
時
期
に
成

書
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
出
土
資
料
の
図
版
（
写
真
版
）
と
釈
文
と

を
収
載
し
た
叢
書
。
同
社
の
『
歴
代
碑
帖
法
書
選
』
の
続
編
に
あ

た
る
。
選
目
は
以
下
の
通
り
。
『
曽
侯
乙
墓
戦
国
簡
』
・
『
包
山
楚

簡
』
・
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
全
十
五
冊
）
・
『
睡
虎
地
秦
簡
』
・
『
江
陵

秦
簡
』
・
『
馬
王
堆
漢
簡
・
遣
策
』
・
『
馬
王
堆
吊
書
・
老
子
』
（
乙

本
）
・
『
武
威
漢
簡
』
・
『
銀
雀
山
漢
簡
』
・
『
江
陵
漢
簡
』
・
『
定
県
漢

簡
』
・
『
手
湾
漢
簡
•
神
鳥
僻
』
・
『
長
沙
三
国
呉
簡
』
。

本
叢
書
は
、
書
法
を
鑑
賞
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
収
録
さ
れ
る
の
は
当
該
出
土
資
料
の
一
部
で
あ
る
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
郭
店
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
各
々
の
篇
ご
と

に
単
行
さ
れ
て
お
り
、
刊
行
は
全
十
五
冊
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
全
て
の
篇
が
収
録
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

以
下
、
郭
店
楚
簡
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
し
て
述
べ
る
。
そ
の
内
容

と
し
て
は
、
図
版
（
写
真
版
）
部
は
、
一
頁
あ
た
り
竹
簡
一
本
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
竹
簡
一
本
分
の
全
体
写
真
と
拡
大
写
真
と
を
載

す
。
更
に
、
拡
大
写
真
の
横
に
は
釈
文
も
附
さ
れ
て
い
る
。
写
真

が
二
種
類
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
簡
の
全
体
像

と
各
々
の
文
字
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
図
版
部
に
附
さ
れ
て
い
る
釈
文
は
文
物
本
を
底
本
と
し
て
お

り
、
句
読
点
が
省
か
れ
て
い
る
他
は
、
隷
定
・
読
替
な
ど
は
文
物
本

の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
釈
文
部
は
、
大
ま
か
な
文
意
を
確
認
す

る
こ
と
を
重
視
し
て
か
、
読
替
後
の
文
字
を
使
用
し
、
か
つ
簡
体

字
に
よ
っ
て
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
各
冊
の
最
後
に
は
、
「
説
明
」

と
し
て
、
当
該
篇
の
簡
単
な
紹
介
が
附
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
い
わ
ば
文
物
本
の
図
版
と
釈
文
と
を
単
行
し
た
も
の

で
あ
り
、
各
篇
ご
と
に
単
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
利
便
性

も
高
い
と
い
え
る
。
た
だ
、
文
物
本
の
釈
文
に
附
さ
れ
た
裟
錫
圭

氏
の
「
注
釈
」
は
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
目
的
で
使
用
す
る

際
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

[
W
文
字
]

（
佐
野
大
介
）
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一
九
九
九
年

『
郭
店
楚
簡
研
究
』
第
一
巻
文
字
編
（
張
光
裕
主
編
、
哀
国
華

合
編
、
陳
志
堅
·
洪
娼
•
余
棋
璧
助
編
、
芸
文
印
書
館
、

一
月
、
七
四
0
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

文
物
本
を
底
本
と
し
、
郭
店
楚
簡
文
字
の
釈
読
を
ま
と
め
た
字

書
。
主
に
、
①
「
文
字
編
（
正
文
•
合
文
・
待
考
文
）
」
②
「
索
引
（
部

首
・
画
数
・
合
文
）
」
③
「
原
簡
与
釈
文
対
照
図
版
（
含
残
簡
）
」
④

「
釈
文
」
か
ら
成
る
。

①
「
文
字
編
」
は
、
郭
店
楚
簡
に
見
え
る
文
字
を
『
康
煕
字
典
』

に
従
い
配
列
し
た
も
の
。
各
文
字
に
は
本
書
に
お
け
る
統
一
番
号

（
正
字
一

s
一
三
四
四
、
合
文
一

S
二
二
、
待
考
字
は
な
し
）
を
付
し
、

a
楷
書
体
、

b
小
策
（
基
本
的
に
『
説
文
解
字
』
と
合
致
す
る
も
の
）
、

c
原
簡
字
写
真
（
「
原
簡
与
釈
文
対
照
図
版
」
と
対
応
し
た
簡
号
を
付
す
）
、

d
例
句
を
載
せ
る
。
d
で
は
、
読
み
替
え
た
文
字
を
（
）
で
、

欠
文
を
補
っ
た
文
字
を
【
】
で
表
示
す
る
。
③
「
原
簡
与
釈
文

対
照
図
版
（
含
残
簡
）
」
は
、
原
簡
写
真
の
横
に
手
書
き
釈
文
を
加

え
た
も
の
。
④
「
釈
文
」
は
、
③
の
手
書
き
釈
文
を
活
字
に
し
た

も
の
で
、
読
本
と
し
て
活
用
で
き
る
。

本
書
は
「
文
字
編
」
で
あ
り
な
が
ら
楚
簡
内
容
が
同
時
に
参
照

で
き
、
逐
字
索
引
と
し
て
使
え
ば
該
当
文
字
を
含
む
全
竹
簡
番
号

が
一
目
で
分
か
る
。
ま
た
、
③
の
手
書
き
釈
文
は
文
物
本
釈
文
と

異
な
る
た
め
、
本
書
は
対
校
本
と
し
て
の
特
色
も
持
つ
。
し
か
し
、

釈
文
に
注
釈
が
な
い
た
め
、
釈
文
確
定
の
根
拠
は
わ
か
ら
な
い
。

本
書
と
張
守
中
氏
『
郭
店
楚
簡
文
字
編
』
の
相
違
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、
張
守
中
氏
が
類
似
字
形
を
一
項
に
ま
と
め
て
い
る

の
に
対
し
、
本
書
は
類
似
字
形
も
全
て
載
せ
て
い
る
点
、
張
守
中

氏
と
比
べ
て
釈
読
に
積
極
的
な
点
で
あ
る
（
断
定
を
避
け
た
文
字
数

は
、
張
守
中
氏
が
五
三
字
、
本
書
は
十
二
字
）
。

な
お
、
本
書
の
主
編
者
で
あ
る
張
光
裕
氏
と
香
港
中
文
大
学
図

書
館
に
よ
る
「
郭
店
楚
簡
資
料
庫
(
h
t
t
p
:
/
/
b
a
m
b
o
o
.
l
i
b
.
 c
u
h
k
.
 e
d
u
.
 

h
k
/
)

」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
郭
店
楚
簡

の
釈
文
が
検
索
で
き
る
。
ま
た
、
本
書
の
緒
言
に
よ
れ
ば
第
二
巻

は
『
疏
証
』
、
第
三
巻
は
『
研
究
』
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
上
野
洋
子
）

『
郭
店
楚
簡
文
字
編
』
（
張
守
中
・
張
小
消
・
祁
建
文
撰
集
、
文
物
出

版
社
、
二
0
0
0
年
五
月
、
ニ
ニ
八
頁
、
縦
組
繁
体
字
）

文
物
本
を
底
本
と
し
、
竹
簡
文
字
の
釈
読
と
用
例
を
ま
と
め
た

字
書
。
巻
末
の
検
字
表
（
画
数
索
引
）
に
よ
っ
て
文
字
検
索
が
で
き

る
。
本
書
は
「
単
字
」
「
合
文
」
「
存
疑
字
」
「
残
字
（
文
字
の
濃
淡

に
よ
っ
て
認
定
が
難
し
い
も
の
）
」
の
四
部
構
成
。
収
録
字
数
は
、
「
単

字
」
―
二
二
六
字
（
重
文
二
四
―
―
字
）
、
「
合
文
」
ニ
―
例
（
重
文

十
一
例
）
、
「
存
疑
字
」
五
三
字
（
重
文
十
一
字
）
、
「
残
字
」
七
字
。
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文
字
配
列
は
『
説
文
』
に
よ
る
が
、
『
説
文
』
所
収
文
字
の
場
合
、

そ
の
見
出
し
字
と
し
て
『
説
文
』
の
小
笈
を
挙
げ
、
下
に
楷
書
文

字
を
付
す
。
（
『
説
文
』
に
な
い
も
の
は
見
出
し
字
と
し
て
楷
体
隷
字
を
挙

げ
る
。
）
そ
の
下
に
は
楚
簡
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
の
写
真
を
複

数
並
べ
て
お
り
、
同
字
内
で
の
字
形
比
較
も
で
き
る
。
各
楚
簡
文

字
の
下
に
は
篇
名
と
簡
号
、
用
例
数
を
付
す
（
例
え
ば
「
老
甲
二
二
」

は
「
老
子
」
甲
本
第
二
二
簡
、
「
細
五
九
例
」
は
、
「
細
衣
」
第
五
簡

用
例
数
が
計
九
と
い
う
こ
と
）
。
「
存
疑
字
」
に
つ
い
て
は
、
釈
読
も

未
確
定
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
存
疑
字
を
含
む
一
定
範
囲
の
句
も

引
用
し
て
い
る
。

本
書
の
よ
う
に
郭
店
楚
簡
の
文
字
を
分
類
・
配
列
し
た
字
書
は
、

古
文
字
、
特
に
戦
国
の
楚
文
字
資
料
を
研
究
す
る
上
で
実
用
性
が

高
く
、
同
時
に
現
在
刊
行
が
進
め
ら
れ
て
い
る
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
の
研
究
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
。
同
社
出
版
の
関
連

書
と
し
て
は
、
『
包
山
楚
簡
文
字
編
』
『
睡
虎
地
秦
簡
文
字
編
』
な

ど
が
あ
る
。

[
三
‘
釈
文
]

（
上
野
洋
子
）

『
郭
店
楚
簡
儒
家
侠
籍
四
種
繹
析
』
（
出
土
思
想
文
物
与
文
献
研

究
叢
書
（
一
）
、
丁
原
植
著
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二
0
0
0年

十
二
月
、
四
三
一
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
儒
家
系
文
献
の
中
で
も
侠
籍
と
さ
れ
る
「
性
自
命
出
」

「
成
之
聞
之
」
「
六
徳
」
「
尊
徳
義
」
四
篇
の
研
究
書
。
釈
文
と
詳

細
な
解
説
を
ま
と
め
る
。

各
篇
冒
頭
の
「
説
明
」
で
は
、
竹
簡
情
報
、
要
旨
、
原
釈
文
（
文

物
本
）
の
段
分
け
と
本
書
独
自
の
段
分
け
を
明
示
す
る
。
例
え
ば

「
性
自
命
出
」
の
場
合
、
原
釈
文
で
は
九
段
(

(

1

)

簡
一
ー
七

(
2
)

簡
八
ー
十
八
…
）
の
と
こ
ろ
を
、
本
書
釈
析
で
は
八
段
（
第
一
章
、
簡

-
I十
五
；
第
二
章
、
簡
十
五
ー
十
八
…
）
と
し
て
い
る
。

各
篇
で
は
、
ま
ず
「
原
釈
文
」
（
文
物
本
）
を
示
し
、
次
の
「
釈

文
整
理
」
で
独
自
の
配
列
と
釈
読
を
行
う
。
釈
読
は
基
本
的
に
文

物
本
の
釈
読
に
従
っ
て
い
る
が
、
独
自
に
読
み
替
え
た
箇
所
も
あ

る
。
そ
し
て
、
郭
店
楚
簡
の
理
論
構
造
を
具
体
的
に
解
説
す
る
「
全

篇
釈
析
」
で
は
、
ま
ず
各
段
の
要
旨
を
述
べ
て
か
ら
釈
文
を
載
せ
、

具
体
的
な
解
説
に
入
っ
て
い
く
（
こ
の
釈
文
は
、
文
物
本
の
原
釈
文
と

釈
読
を
「
釈
文
整
理
」
の
配
列
に
従
っ
て
並
ぺ
直
し
た
も
の
。
時
々
簡
号

の
区
切
り
に
誤
り
が
見
ら
れ
る
の
で
、
文
物
本
も
確
認
す
る
方
が
よ
い
）
。

図
解
を
交
え
た
丁
寧
な
解
説
は
、
郭
店
楚
簡
の
論
理
構
造
を
理
解

す
る
上
で
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
「
付
録
」
の
侠
籍
四
篇
竹
簡
拡
大
図
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版
が
あ
る
。
一
頁
に
つ
き
二
簡
（
各
簡
三
行
に
分
断
）
ず
つ
載
せ
、

各
頁
上
部
に
原
釈
文
を
付
し
た
も
の
で
、
図
版
と
釈
文
を
対
照
で

き
る
。
単
な
る
釈
読
書
で
終
わ
ら
ず
、
出
土
資
料
細
読
の
た
め
の

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
る
書
で
あ
る
。

（
上
野
洋
子
）

『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
家
侠
書
校
釈
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書

P
o
1
2
、
涼
宗
流
・
劉
祖
信
著
、
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
二
0
0

一
年
二
月
、
四
三
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
墓
竹
簡
の
儒
家
系
文
献
十
四
篇
に
対
す
る
釈
文
及
び

注
釈
。
各
篇
ご
と
に
、
冒
頭
に
「
按
」
（
該
当
の
篇
に
関
す
る
簡
単
な

説
明
）
を
附
し
、
次
に
篇
全
体
を
い
く
つ
か
の
意
味
上
の
段
落
に

分
け
、
各
段
落
ご
と
に
そ
の
釈
文
に
対
し
て
「
注
」
（
当
該
段
落
の

文
章
に
類
似
す
る
伝
世
文
献
の
文
章
の
指
摘
や
字
形
に
関
す
る
解
説
）
．

「
釈
」
（
一
句
ご
と
に
対
す
る
語
句
•
内
容
の
解
説
）
を
附
す
。
文
字
の

釈
読
•
竹
簡
の
配
列
な
ど
の
他
、
篇
章
の
名
称
や
分
章
、
さ
ら
に

は
篇
の
枠
組
み
自
体
に
も
独
自
の
見
解
を
提
出
す
る
。

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
文
字
に
関
し
て
は
、
文
物
本
で
釈
読
が

な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
文
字
に
対
し
て
も
釈
読
を
行
な
い
、
ま
た
、

文
物
本
に
お
い
て
釈
読
が
な
れ
て
い
る
も
の
で
も
、
別
に
独
自
の

釈
読
を
施
す
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
篇
章
の
名
に
関
し
て
、
文
物

本
の
「
魯
穆
公
問
子
思
」
は
「
魯
穆
公
」
と
、
「
成
之
聞
之
」
は
「
君

子
於
教
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
各
篇
の
内
部
で
竹
簡
の
配
列
が
変
更
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
「
語
叢
」
に
対
し
て
は
、
さ
ら
に
、
篇
の
枠
組
み
及
び
名
称
の

変
更
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「
語
叢
二
」
は
「
礼
生
於
情
」
、
「
語
叢

四
」
は
「
慎
言
訣
行
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
語
叢
一
」

と
「
語
叢
三
」
を
併
せ
て
一
篇
と
し
て
内
部
で
竹
簡
の
配
列
を
変

更
し
、
そ
れ
を
上
下
篇
と
し
て
お
り
、
上
篇
を
「
天
生
百
者
」
、

下
篇
を
「
父
子
兄
弟
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
「
釈
」
の
最
後

に
は
、
「
句
意
」
と
し
て
現
代
文
に
よ
る
内
容
の
要
約
が
附
さ
れ
て

お
り
、
読
解
の
参
考
に
な
る
。
文
物
本
と
共
に
、
郭
店
楚
簡
の
儒

家
系
文
献
を
読
む
際
に
は
基
本
と
な
る
文
献
の
一
っ
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

（
佐
野
大
介
）

『
郭
店
楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
（
李
零
著
、
北
京
大
学
出
版
社
、

二
0
0
二
年
三
月
、
二
四
四
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
墓
竹
簡
全
十
八
篇
に
対
す
る
釈
文
及
び
注
釈
。
同
氏
の

「
郭
店
楚
簡
校
読
記
」
（
『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
七
輯
、
陳
鼓
応
編
、

一
九
九
九
年
）
を
大
幅
に
改
訂
し
た
も
の
で
、
「
附
録
」
と
し
て
著

者
の
論
文
四
本
と
「
引
用
書
目
索
引
」
・
「
詞
語
索
引
」
と
を
附
す
。
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各
篇
ご
と
に
、
先
ず
当
該
の
篇
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
を
附
し
、

次
に
独
自
の
釈
読
•
竹
簡
の
配
列
を
施
し
た
釈
文
を
あ
げ
る
。
さ

ら
に
、
「
校
読
」
（
文
字
の
釈
読
に
関
す
る
説
明
）
・
「
補
注
」
（
前
作
に

改
変
•
増
加
し
た
箇
所
に
関
す
る
説
明
）
・
「
余
論
」
（
内
容
に
関
す
る
解

説
及
び
問
題
提
起
等
）
を
附
す
。
ま
た
、
篇
に
は
独
自
の
名
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

本
書
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
郭
店
楚
簡
の
篇
章
を
分
類
す
る

際
に
、
思
想
内
容
に
よ
る
分
類
よ
り
も
、
字
体
や
竹
簡
の
形
式
の

違
い
と
い
っ
た
形
状
に
よ
る
分
類
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
、
が
あ
げ

ら
れ
る
。
本
書
は
、
こ
の
観
点
か
ら
郭
店
楚
簡
全
篇
を
五
組
に
分

類
し
て
お
り
、
通
常
儒
家
系
文
献
と
さ
れ
る
「
語
叢
四
」
が
、
「
道

家
和
道
家
陰
謀
派
的
文
献
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
「
第
一
組
」
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
余
論
」
の
内
容
は
、
文
字
の
認
定
か
ら
各
篇
の
内
容
の

検
討
や
、
さ
ら
に
は
思
想
史
上
の
位
置
づ
け
の
提
示
に
ま
で
及
ぶ

も
の
が
あ
り
、
単
な
る
解
説
に
止
ま
ら
ず
、
当
該
の
篇
に
関
す
る

論
文
と
い
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
、
「
詞
語
索
引
」
は
、

釈
文
の
他
、
「
補
注
」
・
「
余
論
」
な
ど
著
者
の
解
説
部
分
に
お
け

る
そ
の
字
句
の
使
用
箇
所
ま
で
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
郭
店
楚
簡
の

使
用
字
句
検
索
の
み
な
ら
ず
、
内
容
か
ら
の
検
索
等
に
も
役
立
つ
。

（
佐
野
大
介
）

『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
（
丁
原
植
主
編
、
李
零
著
、
万
巻
楼
図

書
有
限
公
司
、
二

0
0
二
年
三
月
、
一
七
九
頁
、
横
組
繁
体
字
）

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
に
収
録
さ
れ
た
「
孔

子
詩
論
」
「
細
衣
」
「
性
情
」
三
篇
の
「
校
読
記
」
、
及
び
関
連
論

考
資
料
を
収
め
た
書
。
本
書
の
「
校
読
記
」
と
は
、
李
零
氏
に
よ

る
釈
文
と
注
釈
を
指
す
。
全
体
は
、
第
一
部
分
「
上
海
楚
簡
校
読

記
」
、
第
二
部
分
「
相
関
論
文
」
、
「
附
録
」
の
三
部
構
成
。

本
書
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
部
分
内
に
は
「
上
海
楚
簡
校
読
記

（
之
一
）
ー
—
《
子
羊
~
》
篇
”
孔
子
詩
論
”
部
分
」
と
い
う
篇
題

が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
子
恙
」
「
孔
子
詩
論
」
「
魯
邦
大
旱
」

三
篇
が
本
来
連
続
し
て
お
り
、
「
子
恙
」
を
首
巻
と
す
る
一
巻
の
体

裁
を
な
し
て
い
た
、
と
い
う
古
籍
本
と
の
共
通
見
解
を
反
映
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
（
文
物
本
三
篇
は
馬
承
源
氏
が
担
当
。
文
物
本
「
孔
子

詩
論
」
の
「
説
明
」
に
「
本
篇
与
《
子
恙
》
篇
及
《
魯
邦
大
旱
》
篇
的
字

形
、
簡
之
長
度
、
両
端
形
状
、
都
是
一
致
的
、
一
個
可
以
選
択
的
整
理
方

案
是
列
為
同
一
巻
。
我
何
発
現
在
《
子
恙
》
篇
第
三
簡
的
背
面
有
巻
題
為

《
子
恙
》
。
…
…
現
按
整
理
前
後
先
発
表
《
詩
論
》
。
」
と
あ
る
。
）

第
二
部
分
「
相
関
論
文
」
は
、
「
郭
店
楚
簡
校
読
記
《
細
衣
》
」
．

「
郭
店
楚
簡
校
読
記
《
性
自
命
出
》
」
・
「
参
加
”
新
出
土
簡
吊
国

際
学
術
研
討
会
”
的
幾
点
感
想
」
よ
り
な
る
。
前
二
篇
は
、
郭
店
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楚
簡
「
細
衣
」
「
性
自
命
出
」
の
釈
文
及
び
注
釈
で
、
前
掲
『
郭
店

楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
の
再
掲
（
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
郭

店
楚
簡
校
読
記
（
増
訂
本
）
』
解
題
参
照
）
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ

ら
を
用
い
て
郭
店
楚
簡
「
細
衣
」
「
性
自
命
出
」
と
上
博
楚
簡
「
細

衣
」
「
性
情
」
双
方
の
釈
文
を
対
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
附
録
「
作
者
校
訂
後
釈
文
」
は
、
本
書
「
校
読
記
」
が
最
終

的
に
確
定
し
た
釈
文
の
み
を
収
載
し
て
お
り
、
通
読
の
便
を
図
っ

て
い
る
。

『
郭
店
楚
簡
校
読
記
』
の
よ
う
な
「
詞
語
索
引
」
は
な
い
も
の

の
、
文
物
本
と
異
な
る
釈
読
や
竹
簡
配
列
を
提
示
す
る
異
本
と
し

て
、
そ
の
価
値
は
高
い
。

[
四
‘
邦
訳
書
]

（
上
野
洋
子
）

『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
（
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
、

東
京
大
学
中
国
思
想
文
化
学
研
究
室
、
第
一
巻
、
一
九
九
九
年
十
一
月
、

全
一
五
三
頁
。
第
二
巻
、
一
九
九
九
九
年
十
二
月
、
全
―
四
四
頁
。
第

三
巻
、
「
古
典
学
の
再
構
築
」
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
、
二
0
0

0
年
一
月
、
全
ニ
ニ
四
頁
。
第
四
巻
、
二

0
0
0
年
六
月
、
全
一
六
六

頁
、
第
五
巻
、
二

0
0
一
年
二
月
、
全
二
三
六
頁
。
第
六
巻
、
二

0
0

三
年
二
月
、
全
一
五
三
頁
。
横
組
和
文
）

郭
店
楚
簡
各
篇
の
訳
注
を
収
載
し
た
書
。
第
一
巻
に
「
魯
穆
公

問
子
思
」
「
五
行
」
「
唐
虞
之
道
」
、
第
二
巻
に
「
書
自
命
出
」
「
成

之
聞
之
」
、
第
三
巻
に
「
細
衣
（
上
）
」
、
第
四
巻
に
「
細
衣
（
下
）
」

を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
訳
注
以
外
に
も
、
関
係
論
文
、
上
博
楚

簡
に
関
す
る
情
報
（
第
二
巻
）
、
郭
店
楚
簡
に
関
係
す
る
文
献
目
録

（
第
三
•
四
巻
）
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
五
巻
、
第
六
巻
は
、
論

文
集
で
あ
る
。

訳
注
の
底
本
に
は
、
文
物
本
を
用
い
、
詳
細
な
注
釈
を
付
記
す

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

な
お
、
郭
店
一
号
墓
の
造
営
時
期
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
副
葬

品
の
考
古
学
的
編
年
か
ら
、
戦
国
中
期
（
紀
元
前
三
百
年
頃
）
と

す
る
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
が
、
本
書
の
論
文
編
は
、
郭
店

楚
簡
各
篇
の
成
立
時
期
が
戦
国
末
期
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

も
の
、
及
び
、
戦
国
末
期
説
を
補
強
す
る
論
文
が
多
く
載
せ
ら
れ

て
い
る
。

類
似
の
書
に
は
、
池
田
知
久
『
郭
店
楚
簡
老
子
研
究
』
（
東
京
大

学
中
国
思
想
文
化
学
研
究
室
、
一
九
九
九
年
十
一
月
）
、
大
東
文
化
大
学

郭
店
楚
簡
研
究
班
『
郭
店
楚
簡
の
研
究
』
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
事

務
室
、
一
九
九
九
年
八
月
S
)
が
あ
る
。
ま
た
、
第
一
巻
の
「
「
魯
穆

公
問
子
思
」
訳
注
」
「
「
五
行
」
訳
注
」
「
「
唐
虞
之
道
」
訳
注
」
、
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「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、

訳
注
編
と
し
て
、

『
郭
店
楚
簡
の
研
究
』
（
大
東
文
化
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
班
編
、
大
東

文
化
大
学
大
学
院
事
務
室
、
第
一
巻
、
一
九
九
九
年
八
月
。
第
二
巻
、

二
0
0
0
年
九
月
。
第
三
巻
、
二

0
0
一
年
三
月
。
縦
組
和
文
）

郭
店
楚
簡
各
篇
の
訳
注
（
第
一
巻
「
太
一
生
水
」
「
窮
達
以
時
」
•
第

二
巻
「
魯
穆
公
問
子
思
」
「
忠
信
之
道
」
）
、
関
係
論
文
（
第
一
•
三
巻
）
、

関
係
文
献
目
録
（
第
一
・
二
巻
）
等
を
収
め
た
書
。
大
学
院
ゼ
ミ
の

成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
訳
注
の
底
本
に
は
文
物
本
を
用

い
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
論
文
は
、
書
道
史
と
思
想
史
に
特
化

し
て
い
る
。

な
お
、
三
巻
の

（
前
川
正
名
）

第
二
巻
の
「
「
成
之
聞
之
」
訳
注
」
、
第
三
巻
•
第
四
巻
「
「
細
衣
」

訳
注
」
、
お
よ
び
、
第
一
巻
の
「
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
の

忠
臣
観
に
つ
い
て
」
、
第
二
巻
の
「
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
の
研
究
」
、

第
三
巻
の
「
郭
店
楚
簡
細
衣
篇
孜
」
「
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の

研
究
」
「
中
国
古
代
の
「
遇
不
遇
」
論
」
、
第
五
巻
の
「
郭
店
楚
簡

『
告
自
命
出
』
に
お
け
る
「
道
の
四
術
」
」
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之

道
』
の
勢
舜
禅
譲
説
と
中
国
古
代
の
尭
舜
継
承
説
話
の
研
究
」
は
、

『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二

0
0
三
年
二
月
）
に
再
録

さ
れ
て
い
る
。

第
四
巻
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
巻
の
「
忠
信

之
道
」
訳
注
は
、
『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二

0
0
三

年
二
月
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

『
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』
（
池
田
知
久
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
三

年
二
月
、
縦
組
和
文
）

郭
店
楚
簡
の
内
、
儒
家
系
文
献
に
対
す
る
訳
注
と
論
考
と
を
ま

と
め
た
書
。
「
訳
注
編
」
「
論
文
編
」
の
二
部
よ
り
成
り
、
さ
ら
に

「
郭
店
楚
墓
竹
簡
関
係
論
著
目
録
」
を
附
す
。
訳
注
編
は
、
「
細
衣
」

「
魯
穆
公
問
子
思
」
「
五
行
」
「
唐
虞
之
道
」
「
忠
信
之
道
」
「
成
之

聞
之
」
の
六
編
の
訳
注
を
、
論
文
編
は
郭
店
楚
簡
の
儒
家
系
文
献

各
々
に
対
す
る
専
論
七
編
を
収
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
雑
誌

『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第
一

S
五
巻
に
発
表
さ
れ
た
儒

家
系
文
献
に
関
す
る
訳
注
や
論
文
、
及
び
『
郭
店
楚
簡
の
研
究
』

一
に
発
表
さ
れ
た
「
忠
信
之
道
」
訳
注
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
各
々
若
干
の
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
に
関
し
て

は
、
本
邦
に
お
い
て
も
公
開
当
時
よ
り
注
目
さ
れ
、
内
容
に
関
す

る
論
文
の
発
表
数
は
現
在
か
な
り
の
数
に
及
ぶ
。
し
か
し
、
ま
と

ま
っ
た
形
で
の
和
訳
（
訓
読
及
び
口
語
訳
）
の
単
行
は
本
書
が
初
め

て
の
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
訳
注
の
発
表
は
、
本
邦
の
楚
簡
研
究

（
前
川
正
名
）
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に
碑
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
研
究
の
基
盤
整
備
と
い
う
点
に

お
い
て
も
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
編
者
に
よ
る
「
序
文
」
一

S
三
は
、
郭
店
楚
簡
に
関
す

る
紹
介
と
な
っ
て
お
り
、
和
文
に
よ
る
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て

は
本
邦
初
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
「
四
、
『
郭
店
楚
簡
』
を

読
む
た
め
の
エ
具
書
」
は
、
『
汗
簡
』
『
古
文
四
声
韻
』
よ
り
近
年

出
版
さ
れ
た
エ
具
書
に
及
ぶ
、
楚
系
文
字
を
読
む
た
め
の
エ
具
書

の
紹
介
・
解
説
と
な
っ
て
お
り
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
な
ど
の
楚

竹
簡
を
扱
う
者
、
お
よ
び
こ
れ
か
ら
扱
お
う
と
す
る
者
に
と
っ
て

非
常
に
有
益
で
あ
る
。

[
五
‘
研
究
書
及
び
論
文
集
]

（
佐
野
大
介
）

『
本
世
紀
以
来
出
土
簡
吊
概
述
（
資
料
篇
、
論
著
目
録
篇
）
』
（
出

土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P
0
0
 
2

、
絣
宇
窓
•
段
書
安
編
著
、
万
巻
楼

図
書
有
限
公
司
、
一
九
九
九
年
四
月
、
二
0
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

二
十
世
紀
に
発
見
さ
れ
た
出
土
資
料
を
解
説
し
た
書
。
資
料
篇

と
論
著
目
録
篇
と
よ
り
な
る
。

資
料
編
は
、
一
九

O
O
S
一
九
〇
一
年
の
「
尼
雅
遺
跡
」
に
始

ま
り
、
一
九
九
六
年
の
「
湖
南
長
沙
走
馬
楼
三
国
簡
」
ま
で
、
出

（
前
川
正
名
）

土
（
発
見
）
順
に
、
遺
跡
お
よ
び
出
土
資
料
の
概
要
紹
介
が
な
さ

れ
て
い
る
。

郭
店
楚
簡
は
、
一
九
九
三
年
の
「
湖
北
荊
州
郭
店
1
号
楚
墓
」

に
て
、
上
博
楚
簡
は
、
一
九
九
四
年
の
「
上
海
博
物
館
従
香
港
購

得
戦
国
楚
簡
」
に
て
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚

簡
の
紹
介
と
し
て
は
早
期
の
も
の
で
あ
る
。

論
著
目
録
篇
は
、
著
作
目
録
と
論
文
目
録
と
よ
り
な
る
。
著
作

目
録
は
一
九

0
0
年
S
一
九
九
九
年
ま
で
、
論
文
目
録
は
一
九
一

六
年

S
一
九
九
八
年
ま
で
の
文
献
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
収
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二

0
世
紀
発
見
の
出
土
資
料
に
関
す
る
情
報
を

幅
広
く
収
集
し
て
お
り
、
歴
史
・
思
想
・
文
字
な
ど
広
範
な
領
域

の
研
究
情
報
と
し
て
便
利
な
書
で
あ
る
。

『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
（
上
海
大
学
古
代
文
明
研
究
中
心
・

精
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編
、
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
三

月
、
四
七
九
頁
、
横
組
繁
体
字
）

上
海
博
物
館
蔵
の
戦
国
楚
竹
書
に
関
す
る
研
究
書
。
研
究
ノ
ー

ト
、
釈
文
、
論
文
、
研
究
論
文
目
録
等
よ
り
成
る
。
目
録
（
目
次
）

に
よ
れ
ば
、
大
き
く
七
部
（
「
序
」
を
含
む
）
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、

四
0
名
の
研
究
者
に
よ
っ
て
四
四
（
「
序
」
と
「
本
書
作
者
名
録
」
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と
を
除
く
）
本
の
論
考
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
部
は
「
序
」
、
第
二
部
は
上
博
楚
簡
に
関
す
る
談
話
と
「
孔

子
詩
論
」
の
簡
介
の
二
本
、
第
三
部
は
主
と
し
て
「
孔
子
詩
論
」

に
関
す
る
論
文
で
あ
り
、
七
本
を
載
せ
る
。
第
四
部
も
主
と
し
て

「
孔
子
詩
論
」
に
関
す
る
論
文
で
あ
り
、
六
本
を
載
せ
る
。
第
五

部
は
「
孔
子
詩
論
」
に
関
す
る
も
の
と
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
札

記
類
と
、
合
わ
せ
て
二

0
本
を
載
せ
る
。
第
六
部
は
、
主
と
し
て

「
細
衣
」
篇
に
関
す
る
論
文
八
本
を
載
せ
る
。
第
七
部
は
、
「
上
博

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
論
文
目
録
」
と
「
本
書
作
者
名
録
」
と
で

あ
る
。上

博
楚
簡
に
関
す
る
研
究
書
と
し
て
、
か
な
り
早
い
時
期
の
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
孔
子
詩
論
」
に
関
す
る
論
文
が
多
数
載
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
「
細
衣
」
篇
に
関
す
る
論
文
が
ま
と
め
て
載
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。

『
従
《
郭
店
簡
》
探
求
其
倫
常
観
念
』
（
林
素
英
著
、
万
巻
楼
図

書
有
限
公
司
、
二

0
0
三
年
一
月
、
ニ
ニ
七
頁
、
横
組
繁
体
字
）

で
は
、

郭
店
楚
簡
の
現
在
の

郭
店
楚
簡
儒
家
系
文
献
に
表
れ
た
服
喪
思
想
・
倫
理
思
想
に
関

す
る
研
究
書
。
全
六
章
。

第
一
章
「
研
究
的
動
機
与
目
的
」

（
前
川
正
名
）

研
究
概
況
を
解
説
し
、
さ
ら
に
本
書
の
構
成
・
研
究
手
法
・
研
究

目
的
な
ど
に
関
す
る
解
説
を
行
な
う
。

第
二
章
「
《
郭
店
簡
》
服
喪
措
施
適
文
化
意
義
」
で
は
、
『
儀
礼
』

『
礼
記
』
な
ど
と
の
比
較
を
通
し
て
、
「
六
徳
」
篇
の
服
喪
に
関
す

る
記
述
を
検
討
す
る
。

第
三
章
「
従
「
三
親
不
断
」
到
孟
子
「
五
倫
」
説
適
拡
張
性
人

倫
関
係
」
で
は
、
「
六
徳
」
篇
に
お
い
て
重
要
な
人
倫
関
係
と
さ
れ

る
概
念
で
あ
る
「
三
親
」
に
つ
い
て
、
伝
世
文
献
に
見
ら
れ
る
タ

ー
ム
、
「
三
族
」
や
「
五
常
」
「
五
教
」
「
五
典
」
な
ど
と
の
比
較

か
ら
、
郭
店
楚
簡
に
お
け
る
倫
理
思
想
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
四
章
「
「
六
位
」
与
其
職
徳
的
人
倫
関
係
転
折
」
で
は
、
『
六

徳
』
に
み
ら
れ
る
タ
ー
ム
、
「
六
位
」
「
六
職
」
「
六
徳
」
の
論
理

構
造
と
相
互
関
係
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

第
五
章
「
従
「
六
徳
」
到
「
四
行
」
、
「
五
行
」
的
「
三
重
道
徳
」
」

で
は
、
郭
店
楚
簡
に
み
ら
れ
る
三
つ
の
倫
理
規
範
の
分
類
形
式
で

あ
る
、
「
六
徳
」
篇
の
「
六
徳
」
、
「
五
行
」
篇
の
「
四
行
」
及
び

「
五
行
」
を
「
三
重
道
徳
」
と
称
し
て
様
々
な
考
察
を
加
え
る
。

第
六
章
「
従
「
三
重
道
徳
」
的
倫
常
観
念
検
視
《
郭
店
簡
》
的

服
喪
措
施
及
其
現
代
倫
常
意
義
」
で
は
、
前
章
ま
で
の
考
察
を
踏

ま
え
、
郭
店
楚
簡
に
表
れ
た
倫
理
思
想
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
『
孟

子
』
に
記
さ
れ
た
具
体
的
な
倫
理
行
動
と
の
比
較
、
さ
ら
に
は
現

代
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
な
う
。
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本
書
は
古
代
中
国
の
服
喪
制
度
や
死
生
観
を
専
門
と
す
る
著
者

に
よ
っ
て
、
一
貫
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
体
系
的
に
記
述
さ
れ
た

研
究
書
で
あ
る
。
郭
店
楚
簡
に
関
し
て
は
、
複
数
の
著
者
に
よ
る

論
考
を
集
め
た
論
文
集
は
数
多
く
発
行
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

一
人
の
著
者
に
よ
る
研
究
書
の
発
行
は
少
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
よ

り
、
本
書
の
よ
う
な
研
究
書
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
本
書
は
、
郭
店
楚
簡
の
文
献
自
体
の
内
容
に
対
す
る
考
察

を
行
な
い
、
さ
ら
に
そ
の
上
で
思
想
史
に
お
け
る
一
資
料
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
考
察
を
楚
簡
の
内
部
で
完
結
さ
せ

ず
、
思
想
史
上
に
位
置
づ
け
る
作
業
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
書
の

発
行
と
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
研
究
手
法
と
は
、
郭
店
楚
簡
研
究
が

全
体
と
し
て
一
歩
前
進
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
佐
野
大
介
）

『
楚
簡
儒
家
性
情
説
研
究
』
（
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢
書
P
o
1
5
、

丁
原
植
著
、
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
二

0
0
二
年
五
月
、
三
五
八
頁
、

横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
「
性
自
命
出
」
と
上
博
楚
簡
「
性
情
論
」
と
を
中
心

に
、
楚
簡
に
お
け
る
性
情
説
に
つ
い
て
論
じ
た
書
。
本
書
の
内
容

は
「
序
」
「
郭
店
楚
簡
《
性
自
命
出
》
原
釈
文
」
「
上
海
博
物
館
蔵

楚
簡
《
性
情
論
》
原
釈
文
」
「
郭
店
簡
《
校
読
記
》
校
訂
本
釈
文
」

（
前
川
正
名
）

「
上
博
簡
《
校
読
記
》
校
訂
本
釈
文
」
「
資
料
緋
析
与
解
義
」
「
付

録
（
「
一
、
楚
簡
性
情
説
的
資
料
問
題
」
「
二
、
楚
簡
”
性
情
説
＂
哲
学
語

詞
釈
析
」
「
三
、
楚
簡
”
性
情
説
＂
」
「
資
料
対
照
」
「
参
考
書
目
」
「
郭
店
簡

《
性
自
命
出
》
放
大
図
版
」
）
」
で
あ
る
。

本
書
は
内
容
上
二
部
に
分
か
れ
、
前
半
は
、
郭
店
楚
簡
「
性
自

命
出
」
と
上
博
楚
簡
「
性
情
論
」
と
の
釈
文
を
載
せ
た
後
、
「
資
料

辣
析
与
解
義
」
に
て
本
文
の
解
釈
、
及
び
両
者
の
差
異
を
論
じ
て

い
る
。
後
半
部
と
な
る
「
付
録
」
は
、
主
と
し
て
楚
簡
の
性
情
論

に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
の
著
者
・
丁
原
植
氏
は
先
に
『
郭
店
楚
簡
儒
家
侠

籍
四
種
釈
析
』
（
文
献
研
究
叢
書
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
ニ

0
0
0
年
十
二
月
）
に
て
、
郭
店
楚
簡
「
性
自
命
出
」
の
解
釈
（
《
性

自
命
出
》
篇
釈
析
）
を
行
っ
て
お
り
、
同
氏
に
よ
る
「
性
自
命
出
」

の
解
釈
は
そ
ち
ら
に
詳
し
い
。
一
方
、
上
博
楚
簡
「
性
情
論
」
の

解
釈
は
、
李
零
氏
の
『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
（
出
土
文
献
訳
注
研

析
叢
書
、
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
二

0
0
二
年
三
月
）
に
「
上
博
楚
簡

校
読
記
」
が
あ
る
。

『
大
久
保
隆
郎
教
授
退
官
記
念
論
集
漠
意
と
は
何
か
』
（
大

久
保
隆
郎
教
授
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
、
東
方
書
店
、
二

0
0
一
年
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「
漢
心
と
は
何
か
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
に
よ
る
記
念
論
文
集
。

全
四
一
本
の
内
、
冒
頭
の
四
本
が
郭
店
楚
簡
の
関
係
論
考
で
あ
る
。

郭
店
楚
簡
の
特
集
を
企
画
さ
れ
て
の
も
の
で
は
な
い
が
、
国
内
に

お
け
る
論
文
集
で
四
本
の
関
係
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
初
の
ケ

ー
ス
で
あ
る
。

浅
野
裕
一
氏
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
の
著
作
意
図
ー
禅
譲

と
血
縁
相
続
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
「
唐
虞
之
道
」
に
お
け
る
禅
譲
中

心
の
理
想
的
統
治
形
態
に
注
目
し
、
そ
れ
が
作
者
の
ど
の
よ
う
な

意
図
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。

福
田
哲
之
氏
「
郭
店
楚
簡
『
語
叢
』
（
一
・
ニ
・
三
）
の
文
献
的

性
格
」
は
、
釈
読
困
難
と
さ
れ
る
「
語
叢
」
の
文
献
的
性
格
を
考

察
し
た
論
考
。
先
学
の
見
解
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
他
の
郭
店

楚
簡
と
の
関
係
に
ま
で
言
及
し
、
「
語
叢
」
の
特
色
を
捉
え
る
上
で

有
益
な
枠
組
み
を
提
示
す
る
。

湯
浅
邦
弘
氏
「
「
忠
臣
」
の
思
想
ー
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』

に
つ
い
て
」
で
は
、
「
魯
穆
公
問
子
思
」
の
忠
臣
像
に
焦
点
を
当
て
、

そ
の
思
想
的
意
義
を
検
討
す
る
。
『
墨
子
』
『
孝
経
』
『
晏
子
春
秋
』

『
管
子
』
『
呂
氏
春
秋
』
な
ど
の
諸
思
想
に
お
け
る
「
忠
」
と
諫
諄

の
関
係
の
中
か
ら
「
魯
穆
公
問
子
思
」
の
思
想
的
位
置
づ
け
を
図

っ
て
い
る
。

十
二
月
、
八
六
七
頁
、
縦
組
和
文
）

渡
辺
大
氏
「
郭
店
楚
簡
『
成
之
聞
之
』
『
六
徳
』
に
み
え
る
人
倫

説
に
つ
い
て
」
は
、
「
成
之
聞
之
」
「
六
徳
」
の
人
倫
説
を
、
主
に

『
孟
子
』
と
の
関
係
か
ら
考
察
す
る
。
『
孟
子
』
な
ど
の
伝
存
文
献

と
「
成
之
聞
之
」
「
六
徳
」
を
対
照
し
、
郭
店
楚
簡
人
倫
説
の
成
立
、

更
に
は
「
子
孟
学
派
」
と
い
う
従
来
の
思
想
的
位
置
づ
け
の
妥
当

性
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

（
上
野
洋
子
）

『
郭
店
楚
簡
研
究
（
《
中
国
哲
学
》
第
二
十
輯
）
』
（
遼
寧
教
育
出

版
社
、
一
九
九
九
年
一
月
、
四
―
―
頁
、
横
組
簡
体
宇
）

『
郭
店
簡
与
儒
学
研
究
（
《
中
国
哲
学
》
第
二
十
一
輯
）
』
（
遼
寧

教
育
出
版
社
、
二

0
0
0年
一
月
、
四
五
0
頁
、
横
組
簡
体
字
）

郭
店
楚
簡
研
究
の
論
文
集
。
一
九
八
八
年
に
釈
文
が
公
開
さ
れ

た
後
、
『
中
国
哲
学
』
の
特
集
号
と
し
て
い
ち
早
く
刊
行
さ
れ
た
論

文
集
で
あ
る
。
第
二
十
輯
は
郭
店
楚
簡
特
集
号
。
三
四
本
を
収
録

す
る
。
器
物
や
墓
主
に
関
す
る
考
察
、
『
老
子
』
『
子
思
子
』
な
ど

に
関
す
る
所
感
（
「
初
読
」
「
略
説
」
「
札
記
」
な
ど
）
が
多
い
。
ま
た
、

巻
末
に
は
国
際
討
論
会
の
概
要
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
（
「
国
際
儒

聯
首
次
楚
簡
研
討
会
」
「
美
国
”
郭
店
《
老
子
》
国
際
研
討
会
”
総
述
」
「
《
郭

H
ハ
、
雑
誌
類
]
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店
楚
墓
竹
簡
》
学
術
研
討
会
述
要
」
）

続
編
と
な
る
第
二
十
一
輯
は
二
三
本
を
収
め
る
。
「
郭
店
楚
簡
研

究
(
+
七
本
）
」
と
「
儒
学
研
究
（
六
本
）
」
の
二
部
構
成
。
概
説
や

札
記
の
ほ
か
、
前
輯
と
比
べ
各
篇
に
対
す
る
基
礎
研
究
が
多
い
。

中
で
も
、
前
輯
と
本
輯
の
論
考
で
提
起
さ
れ
た
問
題
点
や
主
張
を

ま
と
め
た
姜
広
輝
氏
「
郭
店
楚
簡
与
原
典
儒
学
—
国
内
学
術
界
関

干
郭
店
楚
簡
的
研
究
（
一
）
」
「
郭
店
楚
簡
与
早
期
道
家
ー
国
内
学

術
界
関
千
郭
店
楚
簡
的
研
究
（
二
）
」
は
、
郭
店
楚
簡
の
成
立
年
代

や
思
想
に
関
す
る
当
時
の
研
究
動
向
を
確
認
す
る
際
有
益
で
あ
る
。

（
上
野
洋
子
）

『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
（
中
国
出
土
資
料
研
究
会
、

三
月

1
、
縦
組
和
文
）

一
九
九
七
年

中
国
出
土
資
料
学
会
の
機
関
雑
誌
。
「
論
文
」
・
「
訳
注
」
の
他
、

「
書
評
」
・
「
論
著
目
録
」
・
「
研
究
動
向
」
な
ど
よ
り
成
る
。
年
一

回
刊
。
本
学
会
は
、
出
土
資
料
を
用
い
る
多
様
な
分
野
の
研
究
者

が
集
う
こ
と
に
よ
り
、
中
国
哲
学
・
中
国
史
学
と
い
っ
た
従
来
の
枠

組
を
越
え
た
学
際
的
な
研
究
を
進
め
る
こ
と
、
を
目
的
と
し
て
い

る。
郭
店
楚
簡
に
関
し
て
は
第
三
号
に
小
特
集
が
あ
り
、
ま
た
、
第

六
号
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
出
土
資
料
学
へ
の
研
究
」
に
関
す
る
報

告
に
お
い
て
、
楚
簡
を
中
心
と
し
た
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。
各

々
の
時
点
で
最
新
の
研
究
や
報
告
が
収
載
さ
れ
、
郭
店
楚
簡
に
限

ら
ず
出
土
資
料
研
究
の
現
況
を
知
る
た
め
に
は
必
須
の
雑
誌
で
あ

る
。
ま
た
、
出
土
資
料
に
関
し
て
、
時
に
相
い
対
立
す
る
様
々
な

意
見
を
収
載
し
て
お
り
、
我
邦
唯
一
の
出
土
資
料
を
専
門
と
す
る

雑
誌
と
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
は
小
さ
く
な
い
と
い
え
よ
う
。

（
佐
野
大
介
）
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